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答えは２． 
地震波は P 波 8km/s、標準大気の音速は 1225m/h。地震波が速い。でも、知らなくとも消

去法で２が残る。 
 
大気の密度は上空へ行くほど空気が薄いから１は×。 
高い山の上は地表より気温が低いから３は×。 
地球内部で外核は流体。４は×。 



 
答えは３． 
 
火星は地球より小さい。１は×。 
マントルと核の体積比べは、地球の体積―核の体積＝マントルの体積、という目安。 

よって、地球の体積が
４𝜋
３
𝑅3だから核の半径をｒとすると

４𝜋
３

（𝑅3 − 𝑟3）がマントルの体積。 

R3-r3と r3はどちらが大きいか。R=6.4km、r=6.4-2.9=3.5km 
(6.4)3=262.144、(3.5)3＝42.875、よって R3-r3が大きい。ゆえに２は×。 
 
海洋の平均深度は 3800m。陸の平均高度は 840m。３は○。 
大気の対流圏の厚さは 11km。地球の半径は 6400km だから４は×。 

 
惑星の大きさ比較 



 
地球の内部構造 
 

 



 

 

答えは５． 
陸の地殻がかこう岩、海の地殻が玄武岩、マントルがかんらん岩、核が金属（外核は流体、

内核は固体）という知識があるかどうか。 
でｃは○。そうすると選択肢は１，３，５，７に減る。 
アセノスフェアはプレートの下だからマントルの一部。よってｂも○。残りは１か５． 
日本列島の下のも帆面の深さは 10km より深い。よってａは×。 
ゆえに５が正しい。 



 
 

 

答えは４． 
地球上で地震が頻発している場所はプレート境界である。中央海嶺もプレート発散境界で

地震が多い。よって４が×。 
地震とは急激に岩盤のひずみを解放する現象。岩盤は破壊される。１は○。 
火山活動時にマグマの貫入によって地震が発生する。２は○。 
プレートの沈み込み帯は地震が多発する。３は○。 



 

 



 

 

答えは１． 
プレートが遠ざかればそこは海になる。ヒマラヤとインドの間に海はないから、プレート

は近づく。地殻とマントルの境界はモホロビチッチ不連続面という。よって１が正しい。 



 

答えは３． 
アイソスタシーは 2009 年と 2003 年に出た。 
アイソスタシーが成り立つとは密度の小さい地殻が、密度の大きいマントルの浮力で支え

られている状態。マントル内のある面にかかる圧力はどの場所でも同じ。マントルの密度

は 3.3g/cm3、地殻の密度は 2.9g/cm3、と与えられている。 

ＡとＢの底面積が同じで質量も等しいからチベット高原の地殻の厚さをＤとすると 

2.9×D=3.3×d+2.9×(D-4-d) 

整理すると 

(3.3-2.9) ×d=2.9×4 

0.4d=11.6 

ここから d=29が求められる。 

 

 

 



 

 

答えは４． 
何ものにも邪魔されないものが一番新しい。ここでは玄武岩。よって１は×。 
変成岩は広域変成岩というので、褶曲して変成。よって 3 は×。 
花崗岩Ａは 9000 万年前に形成されたがＢをブロックしているのでＢのほうが古い。Ｂは褶

曲を貫入しているので変成した後に貫入。 
中生代の終わりが 6500 万年前と知っていれば、２は×。 
のこりは４となる。 
玄武岩が 400 万年前に噴出したのだから、それより前に花崗岩Ａは地表にあった、と考え

る。 



 

 

 

 



答えは１． 
花崗岩は粒子が大きい。石英、長石など白っぽい鉱物がみられる。玄武岩は粒子が大きい

ものと小さいものが混じる。輝石やかんらん石などがある、ということから見ると花崗岩

はａ、玄武岩はｃとわかる。 
 

 
答えは１． 
泥質の堆積岩から片麻岩、とある。広域変成岩は縞状の構造がみられる。 

 
答えは２． 
西太平洋地域の島弧―海溝系といえば日本付近がその例。よって２は○。 
ヒマラヤは火山ではないから４は×。 
アンデスもアルプスも大西洋に面していない。３は×。 
アパラチア山脈は、北米大陸の東側に位置する複雑に褶曲した、侵食が進んだ丘陵性

の古い山脈である。よって１は×。 



 

 

 
答えは３． 
粘性の大きなマグマは SiO2 が多いので玄武岩ではなく流紋岩。そして溶岩ドームを作るか

ら、答えは３． 
 

 

 



答えは４． 
爆発的な噴火を起こすのは粘性の高いマグマであることが多い。 
MgO が多いと黒っぽい、粘性の低いマグマになる。１は×。 
ガスが爆発するのだから２は×。 
玄武岩のほうが流紋岩より高温。３は×。 
成層火山（代表は富士山）に火山灰や軽石の堆積物が多く積もっている。４は○。 

 

 



 

 

 

 



 
答えは４． 
これもいつも出ているやり方と同じ。同じ等高線を切っているところを結んだ線の向きが

走向。高いほうから低いほうへの向きが傾斜。 
ここでは走向は南北、傾斜は西。よって４． 

 

 



 

 
答えは１． 
C 層は等高線に沿って分布。こういう地層は水平。800m から 780m までだから厚さ 20m
とわかる。候補は１，３，５． 
B 層の厚さは 10m。 
断層が X の下では 760m のところにあるから頂上から 40m に出る。よって１． 

 
答えは２． 
断層が C 層に覆われている。ことから B 層がたまって断層ができて C 層が堆積した。よっ

て連続的ではないので２の不整合。 



 
答えは４． 
まずは、正断層は引っ張られて下がる。逆断層は押されて上がる。よって１か４になる。

断層 D は A 層と B 層の境界（青い○）の高さが 20m ずれていて X を含むブロックが高い

位置になる。よってずり上がったと考えられるから４． 

 

 

 



答えは６． 
バージェス動物群は 5 億年前、カンブリア紀中期。よってａは×。 
新生代は被子植物、哺乳類が繁栄するので、ｂは○。 
世界の石炭層は 3 億年くらい前の石炭紀の植物。よってｃは×。 
ゆえに６が正しい。 

 

答えは３． 
海洋の存在を示唆するもの。枕状溶岩、縞状鉄鉱石。 
ストロマトライトは藍藻類と堆積物が何層にも積み重なって形成される。 
よって残りは３のクックソニアの化石。これは古生代シルル紀中期からデボン紀前

期に生息した陸上植物である。 
 

 

 

 



 
答えは７． 
中緯度対流圏上部に吹くのは偏西風。よってアは西。 
熱帯低気圧のエネルギーは水蒸気が水滴になる凝結熱。水蒸気が水になるときは熱を放出

する。よって答えは７． 
 

 

 



 

 

答えは８． 
前線Ａの形は寒冷前線。ＢとＣは温暖前線で、寒気の上に暖気が昇っていく。よってＣは

寒気。この時できる雲は乱層雲。よって８． 

 



温暖前線 

 
寒冷前線 
 

 

 

答えは３． 
台風は層雲ではない。１は×。 
台風の目の中は静か。よって２は×。 
低気圧は地上では反時計回りに外から中へ風が吹き込むから４は×。 
上空では時計回りに風が吹き出す。よって３が○。 



 

台風の構造。 
 

 

 
答えは２． 
気圧とは地表面より上にある空気の単位面積当たりの重量。よって答えは２． 

 



 

 
答えは３． 
海の水は成分の組成は世界中どの海域でもほとんど同じ。エは「ほとんど変化しない」。降

水量が蒸発量を上回れば塩分濃度は低くなる。極域で海水が凍ると水分が氷になるので、

氷の周辺の海水の塩分は高くなる。 
以上のことから３． 

 
答えは２． 
深海の水はほぼ同じ温度であるが、表層とは違う。１は×。 
深海の海水は全世界をゆっくり循環する。２は○。 
エルニーニョは貿易風が弱く表層の暖かい海水がペルー沖に残っているときに起きる。３



は×。 
深層水は 1000m より深い部分だから平均水深が 4000m あるので、ずっと多い。４は×。 
 

 

 

 

 
答えは４． 
A、B、S、C は主系列星。主系列星から赤色巨星（D）、白色矮星（E）と変化する。よっ

て４． 



 

 
答えは２． 
主系列星では明るいほうが質量が大きい。ａは正しい。 
表面温度はＨＲ図の左側が高い。ｂは正しい。 
Ｅの白色矮星は半径が小さい。ｃは間違い。 
以上より答えは２． 
 

 
答えは２． 
ＣとＳは 4 等級違う。ということは、ＳはＣの 2.5 倍×2.5 倍×2.5 倍×2.5 倍≒39 倍の明



るさ。ＣはＳの何倍かと聞かれているから２の 1/40 倍。 
 

 

 

答えは１． 
宇宙の誕生は遠い銀河ほど速く遠ざかるという観測事実から導き出された。よって１． 

 



 
答えは４ 
重い元素は核融合でできる。よってｂ。さらに超新星爆発で拡散する。よってｄ。答えは

４． 
 

 

答えは４ 
太陽系の惑星はほぼ同時期にできた、というのでａはあった。ｂの球状星団は古い星が集

まっているので恐竜の初めて現れたころ（2 億年くらい前）にはすでにあった。Ｏ型星は若

い星で、質量が大きいほど寿命が短い。よって４が正しい。 
 


